
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

第8回九州地区国立大学間合宿共同授業報告書

https://doi.org/10.15017/21653

出版情報：九州地区大学一般教育研究協議会議事録. 8, 1983-12-27. 九州大学教養部
バージョン：
権利関係：



　　あ　と　がき

◆第8回含宿共同授業の報告書ができました。付録に載せた「事務日程表」でも分るよう

に、一一回の共同授業を開催するに当っては事前に10ヶ月くらいの準備期間が必要です。と

くに主管校は、11月から企画委員会開催の準備入り、また2月から3月にかけては、文部

省に提出する経費要求書作成に当ります。さらに、講師となる教官には、1月頃から講義

要旨や参考書の指定などをお願いしています。こうしたことがとどこおりなく進められて、

はじめて7月中旬の合宿共同授業の開催に漕ぎつけることができるわけです。来年度の第

9回舎宿共同授業についても、すでに準備段階に入っており、去る11月中旬の九州地区国

立大学教養部長会議の決定を承けて、12月14日（水〉に第1回企画委員会を開催することに

なっています。なお、来年度も、九州大学が主管校となり、九大と佐賀大とで、それぞれ

九重分校と島原分校を当番する予定です。

◆さて、今回の合宿共同授業でいちばん助かったのは、梅雨末期としては稀に見る晴天に

恵まれ、スケジュールの消化が滞りなく進んだということです。過去8回のうち、今年の

ようなことは初めてで、そのほかでは、わずかにあの北部九州地区の大渇水の年が、例外

だっただけです。それにつけても九重研修所に雨天体育施設があってくれるといいのにな

あというのは、いつわらざる気持ちです。とはいえ、「九重ESiできて、屋内体育館でもあ

るまいに……」という声もないわけではありません。ここで書いたいのは、合宿共同授業

を梅雨宋期の7月に実施するかぎり、今後とも、このような思いを禁じえないだろうとい

うことです。

◆この合宿共同授業の企画と運営に参加して下さった教官・職員各位に、厚く御礼申し上

げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（安　藤　延　男）
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